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【手続補正書】
【提出日】平成26年6月27日(2014.6.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の成分および第２の成分を含み、第１の成分が、有機成分および熱可塑性成分を含
み、第２の成分が、加硫ゴムおよびタイヤコードからなる群より選択される少なくとも１
つの成分を含む複合材料。
【請求項２】
　第１の成分の量が、複合材料の全体重量の約１０％重量対重量（ｗ／ｗ）～約５０％ｗ
／ｗであり、第２の成分の量が、複合材料の５０％ｗ／ｗ～約９０％ｗ／ｗである請求項
１に記載の複合材料。
【請求項３】
　複合材料中の熱可塑性成分の量が、複合材料の約１％ｗ／ｗ～約３０％ｗ／ｗであり、
有機成分の量が、複合材料の約１０％ｗ／ｗ～約４９％ｗ／ｗである請求項１に記載の複
合材料。
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【請求項４】
　加硫ゴムの量が、複合材料の約２０％ｗ／ｗ～約８９％ｗ／ｗであり、タイヤコードの
量が、約１％ｗ／ｗ～約３０％ｗ／ｗである請求項１に記載の複合材料。
【請求項５】
　熱可塑性特性を有する請求項１に記載の複合材料。
【請求項６】
　有機成分および熱可塑性成分が、実質的に未分別廃棄物（ＳＵＷ）由来である請求項１
に記載の複合材料。
【請求項７】
　金属、砂および粘土からなる群より選択される少なくとも１つの無機材料を含む
【請求項８】
　少なくとも１つの以下の特性を有する請求項１に記載の複合材料：
少なくとも７ＫＪ／ｍ２のシャルピー衝撃
少なくとも１．３ＭＰａの最大引張強度、
少なくとも８０ＭＰａの弾性率、
少なくとも２％の破断伸び、
少なくとも２ＭＰａの曲げ強度、および
少なくとも３００ＭＰａの曲げ弾性率。
【請求項９】
　下記を含むプロセス：
－有機廃棄物および熱可塑性廃棄物を含む第１の成分と加硫ゴムおよびタイヤコードから
なる群より選択される少なくとも１つの成分を含む第２の成分とを、剪断力下の加熱の間
に混合すること；それにより溶融物を得ること；
－その溶融物に対し、少なくともその溶融物を冷却して下記を含む複合材料を得ることを
含む処理をすること：
－有機成分；
－熱可塑性成分；および
－加硫ゴムおよびタイヤコードからなる群より選択される少なくとも１つの成分。
【請求項１０】
　下記を含むプロセス：
－少なくとも有機廃棄物および熱可塑性廃棄物を、乾燥、微粒化、混合および剪断力下加
熱からなる群より選択される少なくとも１つの処理ステップに供し、第１の成分を得るこ
と；
－第１の成分と加硫ゴムおよびタイヤコードからなる群より選択される成分を含む第２の
成分とを、剪断力下の加熱の間に混合して溶融物を得ること；および
－その溶融物に対し、少なくともその溶融物を冷却して下記を含む複合材料を得ることを
含む処理をすること：
－有機成分；
－熱可塑性成分；および
－加硫ゴムおよびタイヤコードからなる群より選択される少なくとも１つの成分。
【請求項１１】
　第１の成分が、全体重量の内の第１の成分と第２の成分を合わせた量の約１０％（ｗ／
ｗ）～約５０％ｗ／ｗの量であり、第２の成分が、第１の成分と第２の成分を合わせた量
の約５０％ｗ／ｗ～約９０％ｗ／ｗの量である請求項９に記載のプロセス。
【請求項１２】
　熱可塑性廃棄物の量が、第１の成分と第２の成分を合わせた量の１％ｗ／ｗ～約３０％
ｗ／ｗであり、有機廃棄物の量が、第１の成分と第２の成分を合わせた量の約１０％ｗ／
ｗ～約４９％である請求項１０に記載のプロセス。
【請求項１３】
　剪断力下加熱が、約１００℃～約２００℃の範囲の機械設定温度である請求項９～１２
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のいずれか一項に記載のプロセス。
【請求項１４】
　第１の成分が粒子形態であり、粒子が直径約０．０１ｍｍ～約２．５ｍｍの大きさであ
る請求項９～１３のいずれか一項に記載のプロセス。
【請求項１５】
　第１の成分が、実質的に未分別家庭廃棄物である請求項９～１４のいずれか一項に記載
のプロセス。
【請求項１６】
　請求項１～８のいずれか１項に記載の複合材料を用意し、その複合材料を処理すること
を含み、処理が、複合材料を１００℃～２００℃の温度に加熱し、押し出し、圧縮成形、
射出成形からなる群より選択される少なくとも１つのプロセスステップを含み、それによ
り、製品が得られるプロセス。
【請求項１７】
　加熱の前またはその間に、ビチューメン、粗骨材および砂からなる群より選択される少
なくとも１つの強化成分を添加することを含む請求項１６に記載のプロセス。


	header
	written-amendment

